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www.multimic.com
マルチ計測器（株） 営業部　TEL 03-3251-7013

Bluetooth内蔵測定器　蓄積したデータを活用して「働き方」を変えていこう
　人手不足が深刻化する昨今、現場ではより効
率のよい保守管理が求められています。
　マルチ計測器のBluetooth内蔵測定器はス
マートフォン経由でサーバに測定データを保存
することができるため、①手書き作業がなくな
り作業時間の短縮やヒューマンエラーの防止に
繋がる、②過去のデータとの比較が容易になり
設備不良の早期発見や劣化診断の目安になる、
③社内でデータを共有し遠隔地から指示を出せ
る、など作業効率化や省人化に向けた
取り組みに活用することができます。
　この度「Bluetooth内蔵クランプ式
接地抵抗計　MET-10X」が新たにラ
インナップに加わり、特に設備保守に
おいての働き方改革を強力にサポート
します。
■クランプ式接地抵抗計　MET-10X
•接地棒の打ち込み作業が不要
•接地線にクランプしてボタンを押す
だけの簡単操作

•単３電池駆動で扱いやすさが向上
■クランプリーカー　M-1140X／
　M-1140XR
•CT内径φ40mm

•最小分解能0.01mAで最大300Aまで測定
可能
•MAXホールド、フィルタスイッチ付
■大口径クランプリーカー　MCL-800DX／
　MCL-800DXR
•CT内径74×80mm
•最小分解能0.01mAで最大1 000Aまで測定
可能
•MAXホールド、フィルタスイッチ付

MET-10X2

MCL-800DXRM-1140XR
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www.musashi-in.co.jp/
（株）ムサシインテック 営業本部　TEL 04-2934-6034

絶縁耐力（耐電圧）試験の必要性と試験器の選択
■「耐電圧試験」と「絶縁耐力試験」
　電気設備を構成する個々の機器は、製造物生
産上の品質規格としてJISや下位の民間規格に
よって、試験項目・方法・判定値等を定めてい
る。製造者では、これらの機器に対する性能評
価として「どこまでの電圧に耐えられるのか？」
という『耐電圧試験』を行うことで仕様を定めて
いる。
　試験方法としては、サンプルへ印加する電圧
を上昇させて破壊した時点での電圧値を求める
が、これは破壊試験に分類されるために、一般
的なユーザーでは行わない試験となる。
　一方で、高圧以上となる電気工作物の使用開
始においては、省令 第５条を基とする電気設
備技術基準・解釈（第13条並びに第15条・第
16条）により、受電設備の竣工時や設備の長期
間休止後からの再開、増設・改修からの使用開
始時に、通電以降の安全性を確保するために必
要な「絶縁性能」及び「耐電圧強度」を有している
かを確認する『絶縁耐力試験』を行うことが義務
化されている。
　この絶縁耐力試験は、一般的な6kV受電設
備であれば、AC10 350Vの試験電圧で10分
の印加を行い「試験中の遮断による中止」「発
煙・発火」等の異常がなかったことや、前後に
おける絶縁抵抗値から変化がないことの確認を
行い、通電以降の安全性を判断するために適切
な絶縁耐電圧強度を有しているかの事前確認を
目的としている。従って、この試験は「非破壊」
であることが原則となる。
　尚、求められる試験結果は「良＝通電しても
良い」又は「不可＝通電させてはいけない」の二
択なので、試験中の充電・漏洩電流については
参考値程度の扱いとなる。
　交流での試験では、絶縁性能が健全であって
も対地静電容量に比例した充電電流が生じるこ
とを考慮し、試験器の定格容量を用意する必要
がある。

■現場での運用に適した試験器の選定
　「耐電圧試験」と「絶縁耐力試験」の試験は、い
ずれも「耐電圧試験器」を用いて行う。
　今回紹介する「IP-1110（写真①）」は、一体型
のケースに昇圧トランスまでを収め19.5kgと
したコンパクトな1kVAの耐電圧試験器となる。
　AC10 350V試験時に約91mAが定格電流
となるので、CVケーブルに換算すると38□

mm３線一括で約45m程度までの試験が可能
である。需要家側の高圧電路部分は、責任分界
点となるPAS（気中開閉器）やUGS（地中開
閉器）からキュービクル内の変圧器に至る高圧
引込みケーブルを含めた受電設備なので、一般
的な自家用電気設備であれば十分な対応範囲と
なる。
　更にオプションとなる「耐電圧リアクトル（写
真②）」を接続することで、太くて長いことによ
って大きな対地静電容量を持つケーブルが設置
された現場への対応も可能となる。
　従来から使用されている「リレー試験器
IP-R1500（13kg＋10kg）」と「耐電圧トラン
スR-1115K（約22kg）」の組み合わせでは、
容量と試験項目の違いから単純比較は難しい

が、専用器として運用
するにあたり約半分と
大幅に軽量化され一体
式となることで大きな
負担の軽減となる。

② DR-1200MHシリーズ
　 耐圧リアクトル

① IP-1110
　 1kVA交流耐電圧試験器
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www.keisokuki-land.co.jp
東洋計測器（株） 営業部　TEL 03-3255-8038

UTi260K-J型　サーマル イメージャー
■特長
　UTi260K-J 型サーマル イメージャーは、
高品質な計測器を開発・設計・製造するメーカ
ーである中国のUNI-T 社が日本計量法に準拠
（℃）して製造した体表面温度測定用のコスト・
パフォーマンスに優れた製品であり、UNI-T
社の日本総代理店である東洋計測器株式会社が
入荷検査、品質管理を徹底して販売している製
品である。
　UTi260K-J 型サーマル イメージャーの特
徴は以下の通り。
●表示：2.8 インチ　TFT液晶
●最適な測定距離：１m、最短距離15cm
●温度測定応答時間：≦ 500ms（読取りの
95％）

●イメージモード：赤外線カメラ、可視カメラ、
画像ブレンド

●可視カメラ解像度：640×480、赤外線解

像度：256×192
●温度測定範囲：30 ～ 45℃（精度±0.5℃
体表面温度測定）
●画像保管：16GマイクロSDカード
●リアルタイム画像伝送（標準のPCソフトウ
エアで解析画像表示）
●データ通信（タイプＣ USB）
●バッテリー連続使用時間：≧６時間
●充電時間：≦５時間
●1/4インチ　三脚取付け穴
●製品サイズ：236mm×75.5mm×86mm
●標準アクセサリ：日本語取扱説明書、タイプ
C USBケーブル、16GBマイクロSDカード
●標準総重量：800グラム
●電源：単一リチウムイオン電池　
3.7V/5 000mAh　26 650バッテリー
●標準価格：54,780 円
※実製品は赤色となります。
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www.kew-ltd.co.jp/
共立電気計器（株） 東京オフィス　TEL 03-3723-7021

測定記録アプリ KEW Smart＊/KEW Power＊

　IoT 技術の進歩に伴い、変化する現場環境や
課題に対応するため、共立電気計器は独自に携
帯端末とBluetooth®通信機能を搭載した計測
器を連携させ業務効率化を図る『測定記録アプ
リ KEW Smart＊（キュースマート アスタリス
ク）/ KEW Power＊（キューパワー アスタリ
スク）』を開発、無償提供している。主な機能は
測定結果の表示・記録で、測定結果を直接デー
タ化するため、転記等によるミスや作業工数の
削減に貢献する。
　KEW Smart＊に連携可能な測定器は、電気
の現場で必需品である絶縁抵抗計（アナログ・
デジタル共）や接地抵抗計はもとより、真の実
効値測定のできるリーククランプメータ、接地
棒が不要なペン型の簡易接地抵抗計、測定箇所
の多い現場で活躍するコンセントテスタや照度
計と、年々ラインナップを拡充している。
　また、KEW Smart＊は対応する測定器ごと
に分かれていたアプリケーションソフトをユ
ーザーの利便性を高めるために統合したもの
である。これにより複数アプリの管理から解
放され、データを一括管理できるようになっ
た。アプリケーションソフトの統合に合わせ、
KEW Smart for 製品型番（KEW Smart for 
3441BT等）であった名称を『KEW Smart＊』
に変更した。情報処理の世界でいわゆるワイル

ドカードの意味を持つ『＊（アスタリスク）』をつ
け、万能の効力を持つことを表現している。直
近のアップデートでは、スマートフォンやタブ
レットに保存した画像やその場で撮った写真デ
ータに直接、測定値を表示・記録できる機能が
追加された。
　一方、KEW Power＊に連携可能な測定器は、
近年発売されたクランプパワーメータの２機
種KEW 2060BT（被測定導体径φ75mm）、
KEW 2062BT（被測定導体径φ55mm）であ
る。電流・電圧・周波数・電力・力率・高調
波・検相と豊富な測定機能を持ち、なかでも高
調波は30次まで測定できる。また、さまざま
な結線タイプ（単相２線、単相３線、三相３線、
三相４線）に対応しているクランプ型の電力計
で、本体のLCDでは「電圧と周波数」や「電力と
力率」等を同時に表示し、また各次数の高調波
も簡単に確認できる。
　さらに、KEW Power＊と連携することで手
元のタブレットでリアルタイムに電圧・電流の
波形や高調波の有無もグラフで表示され、デー
タやグラフをそのまま保存できる。
　従来の使いやすさを備えた測定器に加え、簡
単操作のアプリを連携させて使用することによ
り、測定結果が即時にデータ化されるため、現
場での測定から報告までの全工程において工数

削減が期待できる。アプリ
ケーションソフトは今後も
現場の声に応えアップデー
トし、進化を続けていく。

※バージョンアップ後のイメージ
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www.goodman-inc.co.jp
（株）グッドマン 企画部　TEL 045-701-5680
ケーブルの長さがボタン一つで測れる低価格のパルス反射式診断・測長機（TDR）が
新機能満載でリニューアル！
　電気・通信・水道のインフラに使用されるケ
ーブルや水道管の探索機を専門に取り扱う株
式会社グッドマンでは、ケーブルの全長と分
岐までの距離測定、および事故点（断線・短絡
等）までの距離と事故内容の診断をボタン一つ
で簡単に行うことのできるパルス反射式ケーブ
ル測長機（TDR）に、このたび新機能を充実した
TX6000Sと TXレンジャーＳの販売を開始し
た。
　かねてより現場からケーブル測長の要望が多
くあり、そのための機器として「抵抗式」や「静
電容量式」が使われてきた。これらの機器の欠
点として、ケーブルの正確な抵抗値やシースの
材料、および温度によるドリフト乗数といった
パラメーターを測定器にインプットする事前処
理が繁雑であることや，断線やショートしてい
るケーブルには使えないなど使用上の煩わしさ
が払拭されていなかった。さらにこのどちらの
方法も精度という点では難があり、正確で取扱
いの容易なパルス反射式（TDR）の優位性が現場
で要望されていた。そこで弊社のTDRケーブ
ル診断・測長機は、これらの煩わしさが一切な
くボタン一つの操作で誰
にでも瞬時にしかも正確
に測長・診断ができる高
性能ケーブル診断機とし
て好評を博している。今
回ご紹介する新しい TX
シリーズは、従来の高性
能に加えて新機能とし
てBluetooth 通信機能
搭載と最新の専用アプリ
により、お手持ちのタブ
レットやスマートフォン
にデータをリアルタイム
に送信して波形をカラー
の大画面で確認でき、測
長データの共有や過去

のデータとの波形比較も簡単かつ分かりやすく
行え、パソコンにデータの保存も可能となって
いる。使用される電源は充電式となり作業時間
が大幅に伸びたことで、使用環境も向上してい
る。株式会社グッドマンでは、この新しくなっ
たTX6000Sと TXレンジャーＳのデモ機を用
意しているので実際の高性能を確認するのには
好都合となっている。購入に際しては本誌「電
気と工事」を見たと連絡するだけで、専用タブ
レットをもれなくプレゼントするキャンペーン
も行っているので、この機会を是非お見逃しな
く。
　また弊社のWEBサイトでは TDR測長・診
断機と併用することで絶大な威力を発揮するケ
ーブル・ブレーカー探索機「PTR600RC」や埋
設ケーブル探索機「RD8200」など電気・通信に
関する探索機に加え、水道の漏水探索機など幅
広いジャンルの探索機を取り揃えており、電気・
通信・水道のインフラ設備に関する探索機や測
定機のすべてをデモ機で確認できる従来からの
取引も随時行っていることで安心して導入の計
画を図ることも可能となっている。
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www.sanwa-meter.co.jp
三和電気計器（株） 商品企画部　TEL 03-3251-7022

Bluetooth搭載デジタルクランプメータ DCL31DRBT
■背景
　製品ラインナップ充実化の一つとして、
Bluetooth等の無線対応製品の強化を挙げてい
る。弊社は他社に先駆けて現場測定器とPC端
末を接続してデータを保存するシステムを開発
し、20年以上販売継続している。USBケーブ
ル接続で、手軽さという面では現在となっては
少し劣っているのは否めない。
　測定器自体にBluetoothを搭載すれば、対
応した専用アプリやデバイスがあれば手軽に測
定データの閲覧や保存ができる。
　従来の現場での測定データの記録・保存につ
いては、複数人での作業を実施し、規定用紙に
手書き記入、事務所で内容チェック等時間を要
する。この流れは作業工数もかかり、測定値の
記入転記ミスの可能性もある。従って現場で完
結できるシステムへの入力としてBluetooth
搭載製品の必要性が高い。本製品はその２製品
目で、今年の２月に発売となった。
■製品概要
　小型の直流/交流両用のDCL31DRをベー
スに、安全規格も同じCAT.Ⅲ300Vのまま
Bluetoothを搭載した。
•堅牢性と薄さを両立したCTセンサを採用

•交流・直流両用（真の実効値対応）
•ピークホールド機能/データホールド機能搭
載
•見やすいバックライト搭載
•低消費電力BLE4.2による測定値の無線出力
が可能
•iPad ／ iPhone専用アプリを使用して測定
値の表示や記録が可能
•＊エクセル用ソフト、＊AutoCAD用ソフト（期
間限定で無償）を使用して帳票に測定値を直
接入力可能
＊関電工株式会社測定記録支援システムBLuE
のソフトです。

■主な製品仕様
•直流電流：400A（分解能0.01A）
•交流電流：400A（分解能0.01A）
•直流＋交流電流：400A（分解能0.1A）
•表示：6 000カウント
•クランプ径：φ25mm
•通信：Bluetooth 4.2
•電源：LR03（単４アルカリ電池）×２本
•本体寸法・質量：H145×W54×D31mm・
約120g（電池込）
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www.jimbodenki.co.jp
神保電器（株） 営業企画部　TEL 03-5705-7392

ELCBトリップ式配線検査器　コンテスター JCT-3
　近年、一般住宅に施設されるコンセントは接
地極付コンセントが増加している。平成24年
２月改訂の内線規程では極性付コンセントの正
しい極性配線、接地極付コンセントの正しい接
地配線が義務的事項となり、施工点検時にはそ
れに対応した検査器が要求されるようになって
きた。神保電器では、その要求に応えて2012
年に「コンテスターJCT-３」を開発した。
　配線器具メーカーである神保電器では、
1969 年に配線検査器の草分け的存在として
「コンテスター JCT-１」を販売。その後様々
な機能を付加・改良した「コンテスターJCT-
２」を 1989年から販売している。
　「コンテスター JCT-３」の特長としては、
住宅用屋内電路など、主幹ELCB（漏電遮断器）
のあるコンセント回路の自主検査／完成検査に
特化した以下の検査項目を迅速確実にチェック
できる配線検査器である。
●活線状態の電路にて、コンセントの通電・極
性・配線を一括して検査。

●接地極付／アースターミナル付コンセントに
あっては、中性線（Ｎ）と接地線（Ｅ）の誤
配線も検出。

●施設されている高感度形 ELCB（漏電遮断
器）の感度電流に合わせて試験電流 30mA
と 15mAが選択可能。

●電池レス設計により、乾電池も充電も不要。
　対象電路が本設電源を受電していれば、本器
のみでコンセントの配線検査が行える（仮設電
源による検査では、電源極性が正しくない場合
があります）。

適用電路 高感度形ELCBを備えた、対地電圧150V以下
の低圧電路

適用電気方式 単相２線式100V、単相３線式200V 50/60HZ

使用周囲温度 －10℃～40℃

絶縁抵抗 ３MΩ以上（充電部－タッチ板）
100MΩ以上（上記を除く充電部－外郭間）

耐電圧 AC1500V（充電部－外郭間）

仕様
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www.hasegawa-elec.co.jp
長谷川電機工業（株） 営業本部　TEL 06-6429-6144
停電工事、耐電圧試験や受変電設備の点検用　検電器・低圧相回転計・活線接近
警報器
■AC/DC低圧検電器HTE-700D／
　700DL型　標準価格 5,700／6,500円
•使用電圧範囲は、AC50V～ 600V、DC12V
～ 750V

•防水性能は、IPX4相当
• LED照明付き（HTE-700DLのみ）

■AC/DC高低圧検電器HSN-6A1型
　標準価格 38,500円
•使用電圧範囲は、AC100V～ 7kV、DC50V
～ 7kV（接地線を付けた状態）
※高圧機器の耐電圧試験に限りAC10.5kV、
DC21kVまで使用可能

•ケーブルに残留しているDC電圧を検出でき
る上、残留電荷の放電も可能

•充電時の動作表示で AC/DC 判別が可能
（AC：赤色、DC：オレンジ色）
•全長は、縮めて 277mm、伸ばして約 840 
mmの伸縮絶縁棒。質量は約290g

•太陽光発電設備の検電は、弊社ウェブサイト
「PVサイトにおける検電の注意点と漏電確
認について」を御参照下さい

■AC高・低圧用検電器HSS-6B1型
　標準価格 18,900円
•使用電圧範囲は、AC80V ～ 7Kv（低圧検
電は、銘板部に触れながら使用）

•全長は、縮めて 215mm、伸ばして約 815 
mmの伸縮式絶縁棒。質量約130g

■低圧相回転計HPL-200型
　標準価格 25,000円
•絶縁電線（2～100mm2）の被覆上から相回転、
同相・異相のチェックが可能な非接触タイプ
•充電状態やクリップ接続不良を判別する充電
表示機能付き
•本体裏面のマ
グネットによ
り、ハンズフ
リーで確認可
能

■高圧活線接近警報器リストアラームHXW-6型
　標準価格 12,600円
•充電部に接近した時、発音・発光の警報動作
で知らせる感電防止の必需品
•高圧 6.6kV（対地電圧 3.8kV）に 60cmま
で接近した時、警報開始（弊社の試験状態）
•充電部に近づくに
つれ動作周期が短
くなるので、充電
部との距離を体感
できる
■高圧～特高 架空線作業用 活線接近警報器　
HXAシリーズ
•HXA-6／30／70型（上腕部取付）標準価格
17,800円
•HXA-6S／30S
／70S型（ヘルメ
ット取付）標準価
格18,800 円
•防水性能は IPX4
相当。発音・発光
で警報。HXシリーズの後継機
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www.midori-em.com/
ミドリ安全（株） 電気計測事業部　TEL 03-5742-7211

太いケーブルの漏れ電流も正確に測定できる フレキシブル CT
　近年では、電気設備の大型化に伴いケーブ
ルなども太くなっており、電路の漏れ電流を測
定することは、クランプ部分の口径が固定され
ているため困難となってきている。従来の漏れ
電流センサーは、口径の大きいものでも65～
100φ程度しかない。それ以上の口径では、精
度やCTの重さを支えるための機構部分で技術
的に困難なほか、価格でも大幅なコストアップ
となってしまうなど汎用で実用となる商品がな
かった。また、現状の大きさでうまくクランプで
きたように見えても勘合部分にわずかな間隙が
できたり、表示部分がケーブルなどの陰になり
見えないことなどがあり、そのような場所での
測定は非常に困難で、測定できない場合が多い。
　そこで、測定箇所を選ばず、ケーブルをクラ
ンプする口径が大きな漏れ電流センサーが望ま
れており、本製品「フレキシブルCT」の開発に
至った。
■構　成
　フレキシブルCTは小型のコア（パーマロイ）
にコイルを巻いたひとつのピースと呼ばれる
CTから構成されており、このピースを複数個
つなぎ合せループ状にすることにより、漏れ電
流センサーとなる。各ピースは着脱可能で、ピ
ースの数を増減することにより、口径を自由に
変更可能である。標準ピース数は10ピースで、
円形状にした場合には内径φ130となる。測
定部の漏れ電流センサーとしては、フレキシブ
ルCTのほかに、分電盤用として口径φ25の
小型のものやφ40、φ65 の大きさの漏れ電
流センサーを
取り付けるこ
とができる構
成となってお
り、測定場所
に応じて使い
分けることが
できる。

■特　徴
① 大きさのフレキシブル性
　漏れ電流センサーを構成するピースの数を変
更することが可能であり、測定箇所に応じて口
径を自由に変更することができる（最小構成は
８ピース）。従来の漏れ電流センサーでは、ケ
ーブルが太く測定できない場所があると、その
場所はデータの取得ができずに終わっていた
が、フレキシブルCTではつみ残しがなくなり、
設備全体の漏れ電流を把握できる。
② 形状のフレキシブル性
　各ピースの連結部分が屈曲するため、漏れ電
流センサー自体の形状を変形することができ
る。測定場所や電線の配列などに応じて形状を
自在に変化させることが可能であり、決まった
形状ではないので他の障害物を避けてクランプ
させることができ、狭い場所でも測定できる。
③ 開口部のフレキシブル性
　各ピースの連結部分がクランプする開口部と
なるため、連結部すべてが開口部にできる。
④ 表示部のフレキシブル性
　フレキシブルCT本体は３メートルのケーブ
ルで計測部につながっており、測定値を手元で
読み取ることができる。現状の商品では、センサ
ー部と表示部が一体となっているため、クラン
プしている箇所まで顔を近づけて測定値を読み
取らなければならないこともあり、測定場所に
よっては危険を伴うこともあった。また、一体構
造ではクランプするときにCTの支点にねじれ
などの応力がかかり、故障することも多かった。

表示部と漏れ
電流センサー
部を分離する
ことにより、
より安全に、
故障も少なく
測定すること
ができる。
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